
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
」。コ

ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
こ
れ
か

ら
は「
対
面
を
重
視
し
た
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン（
相
互
作

用
）が
大
切
に
な
っ
て

く
る
」と
伊
丹
学
長

は
言
い
、人
間
的
な
つ

な
が
り
を
取
り
戻
す

た
め
、互
い
に
情
報

を
共
有
し
て
協
力
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と

説
い
た
。

東
京
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
科
の

北
村
友
人
准
教
授

は
、コ
ロ
ナ
禍
で
変
化

し
つ
つ
あ
る
社
会
を

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」

（
新
た
な
常
態
）と
位
置
づ

け
、そ
の
中
で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
」

（
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）を
実
現
す
る
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て

話
し
た
。民
間
企
業

か
ら
は
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
な
ど
６
カ
国
で

バ
ッ
グ
な
ど
の
も
の

づ
く
り
を
展
開
す
る

「
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
」の

アジアユースリーダーズ とは

イオンワンパーセントクラブが企画、実施する友

好促進プログラムの一つで2010年にスタート。次

代を担うアジアの高校生が多国間交流を通じて

価値観の多様性を学び、同世代のネットワークを

つくる機会を提供している。17～19年の3年間は

「食と健康」がテーマだった。今回を含め参加者は

延べ約1000人になった。

討
論
前
の
基
調
講
演
。講

師
を
務
め
た
国
際
大
学
の

伊
丹
敬
之
学
長
が
各
国
の

高
校
生
た
ち
に
こ
う
問
い

か
け
た
。「
そ
の
理
由
は
、人

と
人
が
接
す
る
サ
ー
ビ
ス
業

が
自
粛
さ
れ
、人
の
移
動
が

止
ま
っ
た
た
め
、ボ
ー
ダ
ー
レ

ス
で
は
な
く
ボ
ー
ダ
ー
フ
ル

多
様
な
視
点
か
ら
見
え
て
く
る
問
題
を
提
起

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク（
世
界
的
流
行
）が
人
々

に
及
ぼ
し
た
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
。「
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス

リ
ー
ダ
ー
ズ
」は
、ア
ジ
ア
地

域
の
高
校
生
が
社
会
的
課

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、

解
決
策
を
提
案
す
る
多
国

間
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
。そ
こ

で
今
回
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
見

え
て
き
た
学
校
教
育
の
課

題
を
テ
ー
マ
に
す
え
た
。日

本
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、カ
ン
ボ

ジ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
、タ
イ
、マ

レ
ー
シ
ア
、中
国
、ミ
ャ
ン

マ
ー
、ラ
オ
ス
の
９
カ
国
の

高
校
生
計
72
人
が
参
加
し
、

英
語
を
共
通
言
語
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
そ
れ
ぞ
れ
を

つ
な
ぐ
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

討
論
が
行
わ
れ
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
に
襲
わ
れ
る

現
在
の
状
況
は
、１
９
７
０

年
代
の
２
度
の
石
油
危
機
、

08
年
の
リ
ー
マ
ン・
シ
ョ
ッ
ク

よ
り
も
は
る
か
に
打
撃
が
大

き
く
、経
済
活
動
は
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。な
ぜ
だ

と
思
い
ま
す
か
」

公益財団法人イオンワンパーセントクラブ（千葉市）が主催する高校生対象の「アジアユースリーダーズ」（文部
科学省後援）が2020年12月17～19日、オンラインで開かれた。新型コロナウイルス感染問題が長引くなか、自分た
ちが直面した学校教育の問題について、アジアの９カ国の若者が国の枠を超えて話し合った。 【明珍美紀】

コロナ禍から見えた学校教育の課題は
アジアの９カ国の高校生が国境を超えて討論

が
映
し
出
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
深
刻
化
し

た
昨
春
以
降
、各
国
の
教
育

現
場
は
対
応
に
追
わ
れ
た
。

神
戸
市
立
葺
合
高
２
年
の

小
西
朝
陽
さ
ん（
17
）は
、学

校
の
休
校
期
間
中
、オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
導
入
し
た

学
校
と
、そ
う
で
な
い
学

校
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告

し
、こ
う
し
た

学
校
間
の「
格

差
是
正
」を
求

め
た
。一
方
、名

古
屋
大
学
教
育

学
部
附
属
高
２

年
の
冨
田
翔
さ

ん（
17
）は
、公

衆
衛
生
の
面
か

ら
、「（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
）

ワ
ク
チ
ン
の
有

効
性
が
実
証
さ

れ
れ
ば
学
校
で

も
推
奨
し
た
方

が
い
い
の
で
は
」

と
問
題
提
起
し

た
。「
コ
ロ
ナ
に

限
ら
ず
、ウ
イ
ル

ス
と
の
関
係
は

人
間
が
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば

同世代からの刺激、新たな視点も

イオンワンパーセントクラブの活動について詳しくはこちら　https://aeon1p.or.jp/1p/

各国の高校生の声

タイ

私たちの文化が他国と似ているところ、異なる点
を話し合うことができた。コロナ禍の影響は国に
よって違うので、引き続き連絡し合っていきたい。

パトゥムワン・
デモンストレーション高校
シリュドムサ・オニチャさん（16）

マレーシア

アジア各国の教育事情についてさまざまな視点
から学ぶことができた。対面式であればもっとコミュ
ニケーションを深めることができたと思う。

ＭＲＳＭ・クアラ・ベラン高校
アーマンド・ムハマド・アジヤン・ザリフさん
（15）

中国

相違点よりも共通点の方が多いこと、メンバーの
意見をよく聞くことが大事だと思った。国際協力の
大切さを周囲に伝え、固定観念を打ち破る努力をし
ていきたい。

天津新華高校
李 昆泰さん（16）

ベトナム

討論の初めに互いのことを知るため生い立ちの
話を共有した。異なるバックグラウンドを持つ
チームメートから学ぶべきことがたくさんあると実
感した。

グエン・フー・フアン高校
チャン・トゥアン・キエトさん（17）

ミャンマー

人と人との絆の大切さを感じた。ミャンマーでも
ＶＲ（バーチャルリアリティー）学習プログラムなど
先進的なシステムを教育に応用していくよう求めて
いく。

ヤンゴン教育大学附属
プラクティシング高校
カン・ニャー・ナンダさん（16）

インドネシア

じっくりと考えてから自分の正直な意見を伝えな
ければならないと感じた。短期間だったが新しい友
だちができ、新しい知識も得ることができた。

スマン２シビノン高校
リカン・フィロス・ザイマさん（16）

山
崎
大
祐
副
社
長
が
登
壇
。

「
経
営
者
と
雇
用
者
の
垣
根

を
つ
く
ら
な
い
」な
ど
自
社

の
理
念
を
説
明
し
た
。イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
高
校
生
が
、コ

ロ
ナ
禍
の
下
で
の
対
応
を
質

問
す
る
と
、山
崎
さ
ん
は

「
国
や
地
域
の
ル
ー
ル
を
順

守
し
た
う
え
で
、職
人
た
ち

が
在
宅
で
も
商
品
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
た
」と
答
え
た
。

い
け
な
い
課
題
の
一
つ
」と
考

え
た
か
ら
だ
。

こ
れ
ら
の
討
論
を
経
た

う
え
で
、最
終
日
の
成
果
発

表
で
は「
ハ
ー
ド
面（
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
無
償
提
供
）の
促

進
で
デ
ジ
タ
ル
格
差
を
縮

め
る
」「
他
国
と
の
連
携
に

よ
る
技
術
力
と
シ
ス
テ
ム

を
教
育
に
」「
農
村
部
の
学

生
、恵
ま
れ
な
い
学
生
へ
の

財
政
援
助
」―

―

な
ど
の

提
案
が
あ
っ
た
。教
育
の
場

で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、校

内
診
療（
保
健
室
）の
改
善

な
ど
の
意
見
も
挙

が
っ
た
。

石
川
県
立
金
沢

泉
丘
高
２
年
の
左
リ

碧
彩
さ
ん（
17
）は
終

了
後
、「
他
国
の
生
徒

は
英
語
が
上
手
で
積

極
的
。タ
イ
の
男
子
が

『
意
見
は
あ
り
ま
す

か
』と
聞
い
て
く
れ
、

話
の
輪
に
入
る
こ
と

が
で
き
た
」と
言
い
、

「
多
角
的
な
視
点
で

物
事
を
考
え
る
機
会

に
な
っ
た
」と
感
想
を

述
べ
た
。

渋
谷
教
育
学
園
幕

張
高
１
年
の
邵
逸
凡

さ
ん（
17
）は「
僕
の
両

親
は
中
国
人
。国
の
違
い
は

あ
っ
て
も
対
話
を
重
ね
れ
ば

分
か
り
合
え
る
と
実
感
し

た
」と
い
う
。

講
評
者
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア

の
教
育
青
年
ス
ポ
ー
ツ
省

の
テ
ッ
プ
・
シ
ナ
ッ
ト
総
局

長
、タ
イ
・
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン

大
学
工
学
部
の
ナ
ッ
ト
・

リ
ー
ラ
ワ
ッ
ト
准
教
授
、名

古
屋
大
学
教
育
学
部
附
属

中
学
・
高
校
の
三
小

田
博
昭
副
校
長
の

３
人
が
務
め
た
。

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
、三
小

田
副
校
長
は「
コ
ロ

ナ
禍
の
よ
う
な
状
況

講
義
の
後
は
、チ
ー
ム
別

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。東
京

の
会
場
に
設
置
さ
れ
た
大

型
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
、各
国

の
高
校
生
が
討
論
す
る
姿

「アジアユースリーダーズ」オンラインで開催 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
感
じ
た
相
互
理
解
の
重
要
性

は
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る

チ
ャ
ン
ス
。猛
ス
ピ
ー
ド
で

進
化
す
る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

を
使
い
こ
な
し
、新
し
い
世

界
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
若
者
た
ち
を
励
ま
し
た
。

イ
オ
ン
ワ
ン
パ
ー
セ
ン
ト
ク

ラ
ブ
の
横
尾
博
理
事
長
は
、

「
世
界
が
ウ
イ
ル
ス
問
題
に

向
き
合
う
と
き
に
、互
い
の

違
い
を
理
解
し
、な
お
か
つ

共
感
す
る
場
を
持
つ
こ
と
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
現
で
き

た
」と
話
し
て
い
た
。

国際大学 
伊丹敬之学長

株式会社マザーハウス
山崎大祐副社長

東京大学大学院
教育学研究科 
北村友人准教授

全行程を終えて、参加証明証を手にする高校生たち

画面を通じて積極的なディスカッションが行われた

新
し
い
世
界
へ

国
境
を
超
え
共
感
す
る
場

こ
れ
か
ら
も
人
間
的
な

相
互
作
用
は
重
要

イオンワンパーセントクラブ
横尾博理事長

あ
お 

い

あ
さ  

ひ

最終プレゼンテーションでは各チームが解決策を提案

企画・制作／毎日新聞社営業総本部


